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河原本来の景観を取り戻すためには、�
外来種の管理がカギとなることを確認した。�

河原全体が実験室�
� 　　文・鷲谷 いづみ�

　　（東京大学教授・自然共生研究センターアドバイザー委員）�
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　地表面にゴロゴロした石がみられる「砂礫質河原」は、日本の急
流河川の中流域を特徴づける環境である。砂礫質河原には強い日
射と石からの照り返しのため、多くの植物にとっては過酷な環境とい
える。しかしこの過酷な環境に適応した植物もある。カワラヨモギ、カ
ワラノギク、カワラニガナなど、「河原植物」がそれである。河原植物は、
砂礫質の河原に比較的まばらに生育し、河原に固有な生態系を構
成している。�
　ところが近年、河原植物は衰退の一途をたどっており、一部の種
では絶滅が危惧されるまでに至っている。河原植物の衰退を招いて
いる主要な原因の一つとして、外来植物の影響が挙げられている。
すなわち集水域で行われる緑化事業や河川周辺の都市化にともな
って持ち込まれた外国産の植物の中には、砂礫質河原でも旺盛に
生育するものが多く含まれており、これらが河川敷に生育地を広げた
ことにより、河原植物の生育場所が奪われているのである。そのため、
河原固有の景観が失われ、牧草地や花壇のような景観が広がりつ
つある。�
　河原植物を保全し、本来の「河原らしい植生」を維持していくため
には、外来植物が河原植物に及ぼす影響を明らかにし、自然生態系
に害をもたらす外来植物を防除する必要がある。そのための基礎と
なる研究として、私たちは自然共生研究センターにおいて、外来植物
と河原の在来植物との関係についての実験を開始した。本報告で
は平成12年度に開始し、現在進行中の研究の概略を説明する。�

実験方法�

○実験地の条件　実験は、自然共生研究センターの「河原植物保
全研究ゾーン」で行った。河原植物保全研究ゾーンは周囲よりも約
1m低い窪地にある。実験前の冬季に重機によって整地した。実験
期間中には、短期間の冠水が一度だけ生じた以外、実験操作以外
の撹乱は生じなかった。�
○播種  河原植物保全研究ゾーンに20のコドラート（各2ｍ×2ｍの
方形の調査区）を設け、2000年3月15日に、カワラサイコ、カワラヨモ
ギ、カワラナデシコ、カワラマツバ、カワラハハコ（以下これらを総称して
「河原植物」という）の種子を均一に播種した。これらの種子は前年
までに自然共生研究センター付近の木曽川の河原で採取した。�
○帰化植物の除草　2000年4月から8月まで、20個のコドラートのう
ち10個（以降これらを「除草区」と呼ぶ）において、月に一度コドラー
ト内の外来植物をすべて抜き取る処理を行った（図1）。残りの10個
では除草を行わず、「対照区」とした（図1）。なお9月以降は、新たな
外来植物の発生はほとんど見られなかった。�

　若い頃、私はミクロな生物学の分野で研究をしていた。フラスコの
なかで増殖させた培養細胞から細胞内器官を取り出し、そこに含ま
れている酵素系を調べる研究である。試験管、遠心分離器、分光光
度計に囲まれて過ごす毎日であった。学位をとって2、3年後に植物
生態学に宗旨替えした。生きている植物の「生活」を研究したいと
のぞんだからである。�
　まず取り組んだのは、種子の発芽生態の研究であった。研究材料
を野外で採集する以外は、相変わらず実験室で実験に明け暮れた。
そのうち研究テーマが野生植物の生活史全般に広がり、いつのまに
か河原や森林などが研究の場となっていた。同時に現象の解釈には、
測定とデータの統計的解析が主な手段となった。如何にして重要な
要因を見いだし、合理的な仮説を組立てて検証するか、そこに尽き
ない面白さがある一方で、歯がゆさを感じることもある。実験によって
確かめてみたいと思うのだ。�
　植物の生活史の進化や植生パターンの形成・維持においては、攪乱、
すなわち植物体を破壊する外力の作用が重要な役割を果たすと考
えられている。実にさまざまな推論がなされているが、検証の機会は
限られている。もし、諸条件を自在にデザインして河原を冠水させる
実験ができれば、河原植物の生活や種間関係における冠水の意義
や役割をより正確に理解できるはずだ。河原全体が実験室ともいえ
る自然共生研究センターは、植物生態学にも新しい研究手段を提供
してくれそうだ。�

植物生態学に新しい研究手段を提供�
�
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